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　古賀道場が目指す最高峰大会「和道流全国大会」

　2026年8月29日(土)・30日(日)の両日、今年も東京武道館で「和道流空手道連盟全国大会」が開催されました。和道流を

修行する古賀道場にとって、日頃の稽古の成果を試す最高の舞台です。

日々、道場で修得を目指している技術や技。

そして、修練を通して身につけようとしている志や精神。

それらが今、どれほど練られ、身についているのかを確かめる機会となりました。

夏には「全少」「全中」と呼ばれる、全国の空手キッズが集う大きな大会があり、古賀道場からも多くの選手が参加しま

した。全少・全中が競技力を競う大会だとすれば、和道流全国大会は競技力だけでなく、和道流の技術、精神、志を競

い、確かめ合う舞台だと思います。

この大会は、競技力が高いだけでは勝ち上がれません。日頃の稽古で、どれだけ正確に和道流の技術を練っているかが重

要になります。

今回、古賀道場からは小学2年生から大学生まで11名が出場しました。いずれも日頃から和道流の技術をしっかりと学び、

修得に努めている選手たちです。

結果、多くの選手が目標としていた入賞を果たし、さらに4名がその上の目標であった「三代宗家から表彰していただ

く」、すなわち優勝を手にすることができました。

多くの選手がこの大舞台で入賞できたことで、古賀道場が日々取り組んでいる稽古の方向性は間違っておらず、それを子

どもたちがしっかり吸収できているという確信も得ることができました。

出場した選手たちにとって、この2日間は和道流の精神に触れ、全国の和道流を志す仲間たちと絆を深める貴重な機会にも

なりました。

和道流最高峰のこの大会は、三代宗家を中心に、選手一人ひとりが大会を彩り、関わる人たちがそれを形づくる、「みん

なで素晴らしい舞台をつくる」大会です。そこに、他の大会とは違う和道流らしさがあるのだと思います。

今回出場した子どもたちは、とても貴重な経験をしました。この経験を糧にした、さらなる成長が楽しみです。

そして、今年出場できなかった子どもたちも、ぜひ来年のこの舞台を目指し、日々の稽古に励んでほしいと思います。

GENKI❢



大会の結果
－形の部―

小学2年生以下男女混合
　堤　俊介　　　🥈準優勝

小学3年男子
　林　竜平　　　🥇優勝

小学5・6年女子
　濵﨑安那　　　🥇優勝
　林　花那　　　🥈準優勝

中学生女子
　宮﨑すず音　　🥉第3位

高校生男子
　小栁遥輝　　　🥉第3位

一般大学男子
　百武裕星　　　🥉第3位

－組手の部－
小学3年男子

　林　竜平　　　🥇優勝
小学4年女子

　小栁光璃　　　🥇優勝
小学6年男子

　髙橋和真　　　🥇優勝
　小栁光生　　　🥈準優勝

小学5・6年女子
　林　花那　　　🥉第3位
　濵﨑安那　　　第5位

和道流空手道連盟全国大会の魅力
～和道流を志すものが帰るところ～

昨今、空手道の全国大会をはじめ、多くの大会で開会式が簡略化される傾向
にあります。全少大会でも、名誉会長の挨拶や選手宣誓はあるものの、来賓
の挨拶や、選手全員がアリーナに整列することもありません。
一方、和道流全国大会では、今も昔も式典がしっかりと行われます。
選手がアリーナに一堂に整列し、宗家最高師範への一礼から始まる。宗家の
ご挨拶、そして来賓の方々からも、和道流への思いが込められた言葉をいた
だきます。
時には長い式典だと感じることもあります。しかし考えてみれば、これほど
多くの人が和道流に思いを寄せ、その言葉を聞く機会は、この全国大会でし
かありません。これも、この大会の大きな魅力の一つです。
そして、この大会は競技力を競うだけのものではありません。
和道流を志す者同士が毎年この舞台に集い、それぞれが培ってきた技術や精
神を試し合うことに大きな意味があります。同じ和道流の道を歩む者同士だ
からこそ、分かり合えることがあり、学び合えることがあります。
だから大会が終わると、

「また来年も、ここへ帰ってこよう。」
そんな思いが芽生えます。
今回出場した克成君や裕星君も、小学生の頃から毎年この大会に参加し、
今も変わらずこの舞台に立ち続けています。その年月の中で多くのことを
学び、大きく成長してきたことでしょう。
勝った、負けた、それだけではない。

「また来年も帰ってくるよ。」
そう思える場所があること。
それこそが、和道流全国大会の大きな魅力なのです。

どうやったら
全国大会に出れるの？
今年も古賀道場から出場した選手たちは、日頃の稽古の成果を発揮し、
そのほとんどが入賞。さらに多くの選手が3位以上という成績を収めまし
た。
これは、実は予定通りの結果です。
今回選抜したメンバーは、日頃の稽古で和道流の基本をしっかりと学
び、形を修練し、組手にも懸命に取り組んできた子たちだからです。
では、どうやったら来年の全国大会に出場できるのか？
答えは、ここまで書いてきた通りです。
日頃から和道流の基本をしっかり学び、形を修練する。そして組手にも
積極的に取り組む。
目標は、この大会で上位入賞できる力量を身につけること。それはつま
り、道場で学んできた技術が、和道流が求めるものと違わず身について
いることでもあります。その力量と技術を身につけた子たちが、道場の
代表として選ばれます。
そして、それ以上に大切なことがあります。
「自分も、この大会に出たい！」
そう強く思っていることです。
今はまだ、「自分が全国大会なんて……」と思っている子が、来年この舞
台に立っているかもしれません。
日々の稽古を大切にし、「出たい！」という気持ちを持ち続ける。
そうすれば、来年この舞台に立つことは、決して夢ではありません。


	　古賀道場が目指す最高峰大会「和道流全国大会」
	和道流空手道連盟全国大会の魅力
	～和道流を志すものが帰るところ～
	大会の結果
	－形の部―
	小学2年生以下男女混合
	　堤　俊介　　　🥈準優勝

	小学3年男子
	　林　竜平　　　🥇優勝

	小学5・6年女子
	　濵﨑安那　　　🥇優勝
	　林　花那　　　🥈準優勝

	中学生女子
	　宮﨑すず音　　🥉第3位

	高校生男子
	　小栁遥輝　　　🥉第3位

	一般大学男子
	　百武裕星　　　🥉第3位

	－組手の部－
	小学3年男子
	　林　竜平　　　🥇優勝

	小学4年女子
	　小栁光璃　　　🥇優勝

	小学6年男子
	　髙橋和真　　　🥇優勝
	　小栁光生　　　🥈準優勝

	小学5・6年女子
	　林　花那　　　🥉第3位
	　濵﨑安那　　　第5位
	昨今、空手道の全国大会をはじめ、多くの大会で開会式が簡略化される傾向にあります。全少大会でも、名誉会長の挨拶や選手宣誓はあるものの、来賓の挨拶や、選手全員がアリーナに整列することもありません。
	一方、和道流全国大会では、今も昔も式典がしっかりと行われます。
	選手がアリーナに一堂に整列し、宗家最高師範への一礼から始まる。宗家のご挨拶、そして来賓の方々からも、和道流への思いが込められた言葉をいただきます。
	時には長い式典だと感じることもあります。しかし考えてみれば、これほど多くの人が和道流に思いを寄せ、その言葉を聞く機会は、この全国大会でしかありません。これも、この大会の大きな魅力の一つです。
	そして、この大会は競技力を競うだけのものではありません。
	和道流を志す者同士が毎年この舞台に集い、それぞれが培ってきた技術や精神を試し合うことに大きな意味があります。同じ和道流の道を歩む者同士だからこそ、分かり合えることがあり、学び合えることがあります。
	だから大会が終わると、

	「また来年も、ここへ帰ってこよう。」
	そんな思いが芽生えます。
	今回出場した克成君や裕星君も、小学生の頃から毎年この大会に参加し、
	今も変わらずこの舞台に立ち続けています。その年月の中で多くのことを
	学び、大きく成長してきたことでしょう。
	勝った、負けた、それだけではない。

	「また来年も帰ってくるよ。」
	そう思える場所があること。
	それこそが、和道流全国大会の大きな魅力なのです。


	どうやったら
	全国大会に出れるの？

